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２０１２年度 第３回金流商流情報連携タスクフォース議事録(案)




　

 国連CEFACT日本委員会 サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2013年１月16日（水）　14：00～17：00
２．開催場所　：　機械振興会館５階　５Ｓ-２会議室
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）　
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出席者17名
４．議事概要　
４－１．第２回金流商流情報連携タスクフォース議事録確認

・第２回金流商流情報連携タスクフォース議事録（金流2012-3-02）の内容を確認した。

４－２．POファイナンスのニーズについて　
・第２回会議後、複数の企業等にヒアリング調査を行い、12月４日には「日本版POファイナンスの課題研究分科会」においてSIPS有識者によるブレーンストーミング式検討を行った。その結果をまとめた資料（金流2012-3-03）、および同分科会で説明済の企業向けヒアリング用マテリアルの資料（金流2012-3-04）をリーダーが紹介した。
・資料03「１．POファイナンスのニーズ」について、スライド２～５のヒアリング先選定とヒアリング実施内容サマリ１(12月４日分科会の資料再掲)および２(同分科会後のヒアリング概要の追加)に関する説明（資料04のスライド13にサービスモデルの説明がある）を、担当メンバーが行った。　
・資料03スライド６～10により、ヒアリング先Ａ～Ｄ社および信用保証機関の各聴取概要を担当メンバーが説明し、質疑応答を行った。
・資料03スライド11～14のヒアリング先Ｅ～Ｇ社およびＨ市経済局の各聴取概要を担当メンバーが説明した。Ｆ社はシンガポールにおいて輸入仕入のインボイスの持込みで資金調達を行える制度の利用経験があったことが紹介された。－ 受注時に中小企業は製造／調達資金が入用だが、金融機関が発注者の信用を与信基礎に加えることが望まれる。
・聴取したコメントを大別し、販売代理店（バイヤー）向け融資に関して得られた示唆を資料03スライド1５～21に整理しており、全当事者にとりwin-winの状況にすることができると考えられる方法を今後探って行く予定である。どのモデルに集約してゆくかについても検討する。また、スライド22～27はサプライヤ向け融資に関して得られた示唆を整理しており、「制度化」の内容はどのようなものになるか等の検討を行う予定であることを担当メンバーが説明した。
　
４－３．クロスボーダー取引の現状　
・クロスボーダー取引の現状に関し、資料（金流2012-3-03）スライド28～34により、事項別説明が担当メンバーにより行われた。　
・信用状による貿易金融の仕組み、信用状によるファイナンスの電子化･ネットワーク化(含.事例)、インボイスによるファイナンス（EIPP： Electronic Invoice Presentation and Payment）(含.事例)の、各検討対象事項の概要が示された。本年度は国内のファイナンスを主対象とするが、製品量産型企業の海外進出の増大等からクロスボーダーも考慮して行くことを確認した。
４－４．サプライチェーン・ファイナンスの方向性と進め方　

・サプライチェーン・ファイナンスの方向性と進め方に関し、資料（金流2012-3-03）スライド35～39により、サプライチェーン･ファイナンスの全体像、今後の検討の方向性(案)、今後の進め方(案)について、事項別説明が担当メンバーにより行われた。
・「方向性と進め方」に関しまとめたものを第４回TF会議に提示予定である。(案)はその叩き台であり、スライド38「今後の検討の方向性(案)概念図」吹き出し内「？」マーク付の文章は重点をどれに置くかの問い掛けであり、意見要請を担当メンバーが行った。
・次年度に予定される金融機関へのヒアリングの概要(案)およびサービスモデル(案)が、事前に示されることを期待しているとの意見があった。

４－５．2012年度報告書構成について
・当タスクフォース2012年度報告書は、本年度開催会議の検討内容をまとめたもので構成し、原稿の取りまとめと印刷を３月末には行えるようにすることを目指す。次年度金融機関にヒアリングを行う等の際にも示し易いものにするよう配慮することを合意した。
４－６．今後のスケジュール　　
・上述の検討・活動予定を考慮し、下記会議の開催を合意した。
　　日本版POファイナンスの課題検討分科会　2013年３月 ４日(月)　14:00～17:00
　　第４回当タスクフォース 全体会議
　　2013年３月19日(火)　14:00～17:00
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